
３
月
議
会
は
次
年
度
の
予

算
を
決
め
る
重
要
な
議
会
で

す
。今

議
会
の
焦
点
は
、
国
民

健
康
保
険
予
算
に
な
り
ま
す
。

必
要
金
額
は
３
億
７
千
１
２

１
万
円
で
す
。
市
は
一
般
会

計
か
ら
必
要
金
額
の
51
・
１

％
の
約
１
億
９
千
万
円
を
繰

り
入
れ
る
一
方
、
残
り
は
加

入
者
の
保
険
税
引
き
上
げ
の

提
示
を
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
市
議
団
は
検

討
し
た
結
果
、
昨
年
来
か
ら

の
光
熱
費
と
諸
物
価
の
異
常

な
高
騰
に
よ
り
生
活
が
ひ
っ

迫
し
て
い
る
今
日
、
増
税
は

認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
、

一
人
当
た
り
約
７
５
０
０
円

増
と
な
る
引
上
げ
議
案
に
反

対
し
ま
し
た
。

ま
た
一

般
会
計
か

ら
全
額
を

繰
り
入
れ

る
べ
き
だ

と
し
て
、
１
億
９
千
万
円
繰

り
入
れ
の
予
算
案
に
も
反
対

し
ま
し
た
。
採
決
で
は
わ
が

党
以
外
は
原
案
に
賛
成
し
、

可
決
し
ま
し
た
。

次
に
、
１
月
の
市
長
選
挙

で
無
投
票
当
選
と
な
っ
た
星

野
市
長
の
来
年
度
の
施
政
方

針
が
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

「
４
期
16
年
で
培
っ
た
経
験

と
育
ん
で
き
た
人
と
の
つ
な

が
り
を
活
か
し
な
が
ら
、
人

口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
公

共
施
設
の
老
朽
化
な
ど
の
課

題
に
的
確
に
対
応
し
、
市
政

運
営
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
」
と
表
明
し
ま
し

た
が
、
今
後
４
年
間
に
お
い

て
、
目
新
し
い
も
の
は
な
く
、

市
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
と
す
べ

き
街
づ
く
り
は
遅
々
と
し
て

進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
日
本
共
産
党
の

岩
井
康
議
員
は
「
こ
れ
か
ら

の
我
孫
子
市
に
つ
い
て
」
と

し
て
、
商
業
観
光
の
政
策
か

ら
問
い
ま
し
た
。
答
弁
で
は
、

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
お
い
て
、
手
賀
沼
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
し
て
実
現
で
き
る

よ
う
に
進
め
て
き
た
。
ま
た

市
長
が
選
挙
で
掲
げ
た
「
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
を
目
指

す
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で

に
（
拠
点
は
）
で
き
て
い
る

と
の
答
弁
で
し
た
。

し
か
し
我
孫
子
市
の
西
と

東
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
点
で
地

域
格
差
が
生
じ
て
お
り
、
今

一
度
抜
本
的
な
分
析
と
早
急

な
基
本
計
画
の
練
り
直
し
が

必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

私
の
質
問
は
、
今
回
も
教

育
問
題
を
取
り
上
げ
、
特
に

教
員
の
未
配
置
・
不
足
の
是

正
、
働
き
方
改
革
、
不
登
校

の
減
少
策
等
を
質
し
ま
し
た
。

本
来
県
と
国
が
負
う
べ
き
事

柄
で
す
が
、
市
と
今
後
の
方

策
を
共
に
考
え
よ
う
と
、
尋

ね
ま
し
た
。

ま
た
教
員
の
残
業
時
間
が

１
０
０
時
間
を
大
き
く
超
え

る
勤
務
状
態
で
は
過
労
に
よ

る
病
欠
や
、
教
員
に
な
る
人

も
減
少
す
る
と
の
市
民
か
ら

の
声
を
代
弁
し
訴
え
ま
し
た
。

現
場
で
の
早
急
な
改
善
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

最
後
に
、
市
長
に
も
市
の

教
育
方
針
に
沿
っ
て
、
よ
り

一
層
子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
っ

た
教
育
行
政
を
お
願
い
し
て

私
の
質
問
を
締
め
く
く
り
ま

し
た
。

（
市
議
会
議
員

野
村
貞
夫
）
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も
は
や
正
気
で
は
な
い
。
原
発
の

プ
ー
ル
に
あ
る
使
用
済
み
核
燃
料
に

ミ
サ
イ
ル
が
当
た
っ
た
ら
ど
う
な
る
？

▼
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
直
後
の
昨
年
３

月
、
原
子
力
規
制
委
員
会
の
委
員
長

だ
っ
た
更
田
氏
が
会
見
で
「
武
力
攻

撃
に
対
し
て
堅
牢
性
を
持
つ
施
設
と

い
う
議
論
は
、
計
画
も
し
て
い
な
い

し
事
実
上
無
理
だ
」
と
言
っ
た
▼
現

在
の
山
中
委
員
長
も
同
じ
見
解
だ
。

使
用
後
の
燃
料
は
相
当
の
期
間
プ
ー

ル
で
冷
や
す
必
要
が
あ
り
、
貯
蔵
プ
ー

ル
で
の
保
管
は
避
け
ら
れ
な
い
。
脆

弱
な
プ
ー
ル
に
貯
蔵
さ
れ
る
使
用
済

み
核
燃
料
は
増
え
続
け
る
が
政
府
は

無
視
し
て
い
る
▼
す
で
に
貯
蔵
し
て

い
る
量
は
約
２
万
ト
ン
▼
岸
田
政
権

は
地
震
、
事
故
や
テ
ロ
と
い
っ
た
大

き
な
リ
ス
ク
に
目
を
つ
む
り
有
効
な

対
応
を
打
た
ず
に
い
る
▼
政
府
は

「
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
」
を
掲
げ
る
が
、

青
森
県
六
ケ
所
村
の
再
処
理
工
場
は

完
成
の
見
込
み
な
く
延
期
さ
れ
続
け

て
い
る
▼
そ
ん
な
中
、
岸
田
政
権
は

原
発
の
60
年
超
運
転
や
新
設
容
認
に

舵
を
切
っ
た
。
福
島
で
原
発
事
故
が

起
き
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
原
発
稼

働
に
大
き
な
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
▼
原
発
や
貯

蔵
プ
ー
ル
が
標
的
に
な
る
恐
怖
は
容

易
に
想
像
で
き
る
。
に
も
拘
わ
ら
ず
、

備
え
の
議
論
す
ら
し
な
い
。
無
為
無

策
の
岸
田
内
閣
は
退
陣
し
か
な
い
。

（
台
田

Ｋ
）

オ
オ
バ
ン

しんぶん
日 刊 ●月 ３４９７円
日曜版 ●月 ９３０円

赤

旗

連絡をいただければ「しんぶん赤旗」の見本を届けます

野村貞夫

国
民
健
康
保
険
税
の

引
き
上
げ

３
月
26
日
、
我
孫
子
南
地

域
後
援
会
主
催
の
市
政
を
語

る
会
が
ア
ビ
ス
タ
会
議
室
で

開
か
れ
、
野
村
議
員
か
ら
３

月
市
議
会
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

議
会
で
日
本
共
産
党
は
、

こ
れ
か
ら
の
我
孫
子
市
が
目

指
す
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
が
、
答
弁
に

具
体
性
が
な
く
、
今
年
１
月

に
無
投
票
再
選
し
た
星
野
市

長
か
ら
も
新
し
い
政
策
は
聞

か
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
一
般
会

計
予
算
案
反
対
の
経
緯
、
市

役
所
の
建
替
え
、
未
使
用
の

手
賀
沼
噴
水
に
つ
い
て
の
質

問
が
で
ま
し
た
が
、
今
の
我

孫
子
市
が
国
や
県
に
任
せ
き

り
で
あ
る
印
象
を
受
け
ま
し

た
。会

終
了
後
に
予
定
し
て
い

た
手
賀
沼
公
園
の
花
見
は
悪

天
候
の
た
め
中
止
に
な
り
ま

し
た
が
、
参
加
者
の
方
が
自

宅
で
育
て
た
花
の
鉢
植
え
を

持
っ
て
き
て
頂
き
、
会
議
室

の
中
で
の
「
お
花
見
」
に
な

り
ま
し
た
。

（
緑

竹
内
）

市
政
を
語
る
会
報
告

日本共産党我孫子市議団の

ホームページのサイトは

https://jcp-abiko.com/

です。

スマホのＱＲ

コードはこち

らから。→

市
の
街
づ
く
り
基
本

計
画
の
練
り
直
し
を

再
度
教
育
問
題
を

質
問

3月議会

シティア前の桜

手賀沼の水辺
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１
９
８
２
年
（
昭
和
57
年
）

９
月
。
常
磐
緩
行
線
（
各
駅
停

車
）
１
０
３
系
１
０
０
０
番
台

の
取
替
用
と
し
て
、
ア
ル
ミ
車

体
、
電
力
回
生
ブ
レ
ー
キ
付
電

機
子
チ
ョ
ッ
パ
制
御
を
採
用
し

た
２
０
３
系
電
車
の
量
産
先
行

車
が
登
場
し
ま
し
た
。

当
時
、
国
鉄
通
勤
形
の
主
力

車
両
で
あ
っ
た
１
０
３
系
の
一

部
は
車
齢
20
年
を
超
え
、
車
体

の
腐
蝕
、
機
器
の
劣
化
な
ど
で
、

保
守
、
補
修
に
人
手
と
金
が
か

か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
１
０
３
系
の
前
身
で
あ
る

１
０
１
系
の
老
朽
化
も
進
行
し

て
き
た
こ
と
か
ら
、
新
型
車
両

の
機
運
が
高
ま
り
ま
し
た
。

１
９
７
９
年
、
国
鉄
と
し
て

初
の
電
力
回
生
ブ
レ
ー
キ
付
電

機
子
チ
ョ
ッ
パ
制
御
を
装
備
し

た
「
省
エ
ネ
電
車
」
と
も
い
え

る
２
０
１
系
が
登
場
し
ま
し
た
。

２
０
１
系
は
制
御
方
式
の
み

な
ら
ず
内
外
装
に
新
機
能
を
採

用
し
た
車
両
で
、
１
０
３
系
に

代
わ
る
次
世
代
通
勤
形
電
車
と

し
て
、
１
９
８
１
年
か
ら
中
央

線
快
速
用
に
量
産
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
２
０
１
系
の
派
生
車
両

と
し
て
、
同
じ
新
機
能
を
採
用

し
て
地
下
鉄
千
代
田
線
乗
り
入

れ
用
車
両
に
新
製
し
た
の
が
２

０
３
系
で
し
た
。
た
だ
１
０
３

系
と
異
な
り
、
２
０
１
系
１
０

０
０
番
台
に
し
な
か
っ
た
の
は
、

ア
ル
ミ
製
車
体
（
２
０
１
系
は

鋼
製
車
体
）
、
現
在
で
は
当
た

り
前
に
な
っ
て
い
る
ド
ア
の
戸

袋
窓
の
廃
止
、
上
半
部
及
び
裾

部
に
傾
斜
が
付
い
た
そ
れ
ま
で

に
採
用
例
の
な
い
正
面
デ
ザ
イ

ン
な
ど
、
２
０
１
系
に
な
い
機

能
を
採
用
し
た
か
ら
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

２
０
３
系
は
１
９
８
４
年
か

ら
量
産
が
開
始
さ
れ
、
１
９
８

６
年
ま
で
の
間
に
、
全
て
の
常

磐
緩
行
線
（
各
駅
停
車
）
の
１

０
３
系
１
０
０
０
番
台
を
取
り

替
え
ま
し
た
。

（
次
号
へ
続
く
）
（
緑

竹
内
）

27

９

２０３系電車

「
春
の
花
」

若
松
・
高
橋
祥
子

２０１系電車

今
回
は
、
旧
水
戸
道
を
根
戸

交
差
点
か
ら
我
孫
子
駅
ま
で
巡

り
ま
す
。
根
戸
交
差
点
は
国
道

３
５
６
号
の
起
点
と
な
り
ま
す
。

交
差
点
を
超
え
て
す
ぐ
東
側

の
小
道
を
入
る
と
歴
史
が
止
ま
っ

た
よ
う
な
昔
な
が
ら
の
景
色
が

堪
能
で
き
ま
す
。
緩
や
か
な
坂

を
下
り
る
と
６
号
線
沿
い
に

「
寺
田
の
森
」
が
見
え
て
き
ま

す
。
現
在
は
我
孫
子
３
丁
目
で

す
が
昔
は
根
戸
の
一
部
で
し
た
。

昭
和
20
年
代
ま
で
台
地
の
林
は

保
全
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
30

年
代
か
ら
の
宅
地
化
で
、
か
ろ

う
じ
て
残
っ
た
林
は
平
成
13
年

に
市
の
保
存
緑
地
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

戻
り
街
道
を
南
に
進
み
ま
す
。

「
台
田
」
の
バ
ス
停
を
西
に
入

る
と
台
田
２
丁
目
と
３
丁
目
の

境
界
の
道
で
す
。
真
っ
す
ぐ
な

道
で
、
途
中
に
あ
び
バ
ス
の

「
台
田
２
丁
目
」
の
バ
ス
停
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
道
は
現
・
船

戸
３
丁
目
ま
で
続
い
て
い
た
よ

う
で
す
。

戻
り
「
コ
ン
ビ
ニ
し
い
な
」

の
バ
ス
停
を
西
に
入
り
台
田
１

丁
目
と
２
丁
目
の
境
界
の
道
を

南
に
進
み
ま
す
。
２
丁
目
側
に

は
広
大
な
緑
地
が
あ
り
ま
し
た

が
、
最
近
宅
地
化
さ
れ
常
磐
線

沿
い
に
緑
地
が
残
る
の
み
と
な

り
ま
し
た
。

戻
り
「
新
富
」
バ
ス
停
の
コ

ン
ビ
ニ
を
東
に
入
る
と
日
立
精

機
跡
地
に
建
て
ら
れ
た
マ
ン
シ
ョ

ン
「
シ
テ
ィ
ア
」
が
あ
り
、
桜

も
３
分
咲
き
で
し
た
。

街
道
に
戻
る
と
マ
ン
シ
ョ
ン

が
目
立
ち
、
危
険
な
「
狭
い
通

学
路
」
が
続
き
ま
す
。
野
村
議

員
が
歩
道
の
早
期
拡
張
を
議
会

で
訴
え
て
い
ま
す
。

足
を
進
め
る
と
「
跨
線
橋
」

こ
せ
ん

が
見
え
て
き
ま
す
。
昔
は
四
小

前
ま
で
旧
水
戸
道
が
続
き
、
常

磐
線
が
開
通
す
る
と
踏
切
と
な

り
ま
し
た
。
３
５
６
号
は
ル
ー

プ
し
て
丘
の
道
に
合
流
し
ま
す
。

東
に
入
り
「
変
電
所
」
を
過
ぎ

る
と
我
孫
子
駅
に
到
着
で
す
。

（
栄

関
口
）

参
考
文
献
「
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史
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我
孫
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跨線橋
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寺田の森
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